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論文内容の要旨
市民悲劇は，十八世紀半ばに成立し，その後ほぼ一世紀聞にわたって変化発展しながら数多くの作品
を生み出した， ドイツ演劇史上重要なひとつのジャンルである o 本論文は，その源流および草創期の理
論と実作を詳細，綿密に分析し，またそれらと当時の歴史的，社会的状況との関連を考究七，これを通
して市民悲劇成立の実相を明らかにしようとしたものであるo 全体は，上記のような百的と要旨を述べ























の偏狭な合理主義に反対するボードマー (J. J. Bodmer)，ブライティンガー (J. J. Breitinger) らス
イス派の主張，喜劇の中では滑稽な悪徳の行為の描写しか許さないゴットシエートの理論に対して，真
面目な有徳の行為の描写をも喜劇に認めようとするリヒター (A. D. Richter) らの運動， また悲劇や
喜劇といった演劇のジャンルの伝統的な枠を拡大して，演劇の多様性を求める傾向(シュレーゲル J. 
E. Schlegel)，伝統的な悲劇と喜劇に課せられていた登場人物の限定，すなわち「身分条項」そのもの




(C. F. Gellert) の一連の喜劇を取り上げて分析する(第二章第一節)。
ドイツにおけるこのような動きは，フランスから強い影響を受けている。すなわちフランスでは1720
年代から，喜劇の中に真面目な要素が混入される傾向が次第に強まり，やがて感動的な性格のきわめて
濃厚な喜劇，いわゆる「涙の喜劇J (com馘ie larmoyante) と呼ばれる新しいタイプの喜劇が生み出さ




















意味での市民と区別して，ハーパーマース (J. Habermas) が「ブルジョアJ (die Bürgerlichen) と呼
ぶ市民身分のこの新しい層が， ドイツ市民悲劇の成立に深く関わっている o 1755年に発表されたドイツ
最初の『市民悲劇論』の中で，著者フ。ファイル (J. G. B. Pfeil)が市民悲劇の主要な登場人物として






ンノレ帰属をめぐって発表当時から議論の多いレッシング (G. E. Lessing) の未完作『ザームエル・へ
ンツィ』と，市民悲劇の没階層性を主張するための根拠として近来しばしば取りあげられるブーリ (E.
K. L. Y. v. Buri) の『ルイ・カペー』の二作を分析して，それらがもっ濃厚な公的，すなわち非市民
悲劇的な性格を明らかにしたのち， 1750年代にドイツで初めて成立した一連の市民悲劇に則して，私人
と私事が実際にどのように描かれているかを考察する。取りあげられる作品はマルティーニ (c. L. 
Martini) の『リューンゾルトとザフィーラ j， レッシングの『ミス・サーラ・サンプソンj，作者不明
の『過保護児j，プファイルの『ルーシー・ウッドヴィルj， リーパーキューン (C. G. Lieberkühn) の
『リスボンの人々 j，ブラーヴェ (J. W. v. Brawe) の『神を怖れぬ人』である(第二部第四章)。
市民悲劇が舞台の上に描き出す出来事は，家父長的な小家族の家庭を源泉としているO 十八世紀後半
のドイツでは，経済構造の変化にともなって，生活共同体の一般的形態であった大家族に代わって小家






















これまでの市民悲劇研究の歴史を顧みると，すでに十九世紀の末にエ{ロエッサー (A. Eloesser) 
が，現在なお市民劇研究の基本文献のひとつにかぞえられている著書の中で， リロウの『ロンドンの商
人』とその成立基盤としての十八世紀はじめのイギリス市民社会の考察を通じて，市民の階層意識と市





































ている O 個々の作品のテーマやモティーフを分析し， ドイツの市民悲劇のそれらと比較検討すれば，影
響関係はさらに明瞭に浮かび上がってくるのではなかろうか。また全体として，美的・形式的な面につ
いての言及が相対的に不足しているように思われる。本論文の主題や対象作品群からすれば副次的なこ
とと言えるかも知れないが，文学作品としての戯曲を取り扱う以上， この面の考察がもうすこし深めら
れてもよいであろう。しかしこれらは望萄であり，また論者の力量をもってすれば容易に補正ないし補
完されうるものであって，本論文の卓越した成果を損ねるものではない。
以上により，本論文を文学博士の学位請求論文として十分な価値を有するものと認定するO
n可U
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